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ー
乳
か
ル
ヽ
移
隼

協
議
会
会
長
　
新
年
挨
拶

皆
様
に
は
、
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

市
立
武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
は
、
昨

年
十
一
月
活
二
年
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、
構
成
団
体
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
、
初
年
度
か
ら
の
安
全
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
活
動
や
、
会
館
ま
つ
り
の
実
施

に
加
え
、
地
域
内
の
社
会
基
盤
整
備
に
伴

い
　
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
　
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
最
初
に
武
蔵
野
小
学
校
通

学
路
の
花
壇
づ
く
り
を
児
童
と
一
緒
に
行

う
こ
と
が
で
き
、
一
部
と
は
い
え
美
し
い

通
学
路
と
な
っ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
、
地
域
内
に
い
く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
が
発
足
し
、
ま
た
連
携
し
て
活
動

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た

直
近
で
は
、
も
う
一
つ
の
部
会
　
「
心
と
か

ら
だ
の
健
康
づ
く
り
委
員
会
」
　
も
活
動
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

高
齢
化
や
少
子
化
の
進
行
、
厳
し
い
財

政
事
情
等
で
、
安
全
・
安
心
等
に
か
か
わ

る
地
域
課
題
の
解
決
は
行
政
の
力
だ
け
で

は
限
り
が
あ
り
、
地
域
住
民
の
知
恵
と
活

動
で
も
支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
時
代

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
当
面
、
三
つ
の

委
員
会
を
通
じ
て
運
営
協
議
会
の
活
動
を

活
発
化
し
、
地
域
の
課
題
解
決
能
力
を
い

っ
そ
う
高
め
る
ら
れ
る
よ
う
、
今
年
も
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
臨
力
を
お
願
い
申
し
と

げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

平
成
二
十
年
　
元
旦

武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会

会
長
　
座
間
康
臣

《
防
犯
の
部
》

最
優
秀
賞
　
皆
ん
な
の
目
で
見
守
る
明
る
い
町

梅
田
カ
ヅ
子

優
秀
賞
　
　
今
日
も
ま
た
無
事
で
よ
か
っ
た

ハ
ト
ロ
ー
ル
　
小
林
武
夫

《
交
通
安
全
の
部
》

最
優
秀
賞
　
自
転
車
も
ル
ー
ル
が
あ
る
よ

ま
も
ろ
う
ね
　
高
瀬
　
武

優
秀
賞
　
自
転
車
の
厳
し
き
処
罰
ご
存
知
か

高
木
繁
雄

《
環
境
美
化
の
部
》

最
優
秀
賞
　
ポ
イ
捨
て
は
本
人
の
恥
町
の
恥

小
川
俊
雄

優
秀
賞
　
　
こ
の
町
を
き
れ
い
に
し
よ
う

ぼ
く
た
ち
で
　
石
川
吉
雄

甘
凶

最
優
秀
賞

優
秀
賞

同
　
右

［
励

最
優
秀
賞

優
秀
賞

同

　

右

甘
凰

最
優
秀
賞

優
秀
賞

同
　
右

パ
ト
ロ
ー
ル
み
ん
な
の
い
の
ら

圭
も
り
ま
す
　
沼
田
祐
太
朗

ら
よ
っ
と
ま
て
家
を
出
る
ま
え
カ
ギ

し
め
た
　
　
　
菅
野
汐
普

ポ
イ
捨
て
は
み
ん
な
が
さ
ら
う

悪
人
だ
　
　
五
十
嵐
明
穂

危
な
い
よ
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て

火
事
に
な
る
　
高
橋
美
波

あ
い
さ
つ
は
た
ノ
＼
さ
ん
の
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
　
松
谷
桃
果

ポ
イ
捨
て
は
や
っ
ち
や
い
け
な
い

こ
れ
マ
ナ
ー
　
小
宮
山
香
穂

リ
サ
イ
ク
ル
地
球
を
守
る
第
二
歩

木
幡
　
寛

見
回
り
は
み
ん
な
を
守
る

ヒ
i
∴
い
…
だ
　
西
川
純
一

夜
の
道
ラ
イ
ト
を
つ
け
て

走
ろ
う
ね
　
　
木
村
有
希



第
二
回
　
昭
島
市
立

一

　

　

　

　

　

丁

・

∵

三

　

メ

報
告

実
行
委
員
長
　
多
良
芳
幸

昨
年
十
一
月
三
日
・
四
日
に
、
参

加
者
総
数
約
六
百
人
を
得
て
無
事

開
催
さ
れ
ま
し
た
ご
」
れ
も
、
皆
様

方
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し

ます。会
館
ま
つ
り
の
目
的
で
あ
っ
た
、

武
蔵
野
会
館
運
営
協
議
会
メ
ン
バ
ー

の
交
流
と
活
動
発
表
も
第
一
回
同

様
に
行
え
ま
し
た
。
ま
た
、
武
蔵
野

会
館
利
用
者
の
交
流
と
活
動
発
表

も
昨
年
を
上
回
る
参
加
者
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

標
語
発
表

○
　
合
唱
・
演
奏
　
　
武
蔵
野
小

つ
つ
じ
が
丘
南
小
・
つ
つ
じ
が
丘
北
小

○
　
輌
り
　
昭
文
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
・

美
富
士
奉
仕
会
・
和
み
会
・
日
の
出
シ

ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
・
扇
美
会

○
　
詩
吟
　
　
　
　
公
吟
会

○
　
フ
ラ
ダ
ン
ス

カ
ナ
ー
ラ
ラ
サ
ー
ク
ル
昭
島

レ
イ
オ
ナ
　
オ
ナ
　
フ
ラ
サ
ー
ク
ル

○
　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ

ミ
ロ
ン
ゲ
ロ
ス
　
デ
　
昭
島

○
　
商
店
会

○
　
つ
南
ク
イ
ズ
　
○
武
蔵
野
ウ
イ
ズ

○
　
リ
サ
イ
ク
ル
洗
ぴ
ん
セ
ン
タ
ー

≡
讐
三
千
十
予
±

○
講
演
会

安
全
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の

活
動
発
表

（
自
転
車
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
）

講
師
　
昭
島
警
察
交
通
課

○
　
中
神
駅
北
口
の
歴
史

過
去
・
現
在
・
未
来

日
本
人
の
ル
ー
ツ

○
　
作
品

○
　
美
術
ク
ラ
ブ
作
品
　
瑞
雲
中

○
　
絵
手
紙

サ
ー
ク
ル
な
か
よ
し
・
四
季
の
会

○
手
芸
　
文
化
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・

人
形
・
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
　
な
ど

○
　
ぷ
ー
や
ん
　
手
芸
手
作
り
品

○
　
わ
か
ば
の
会
　
（
3
日
の
み
実
施
）

二
回
の
会
館
ま
つ
り
を
終
え
て
、
次
回
に

対
す
る
方
向
性
を
実
行
委
員
会
で
話
し

合
い
ま
し
た
。

○
　
開
設
記
念
日
と
し
て
、
十
一
月
三
日

の
開
催
が
望
ま
し
い
。

〇
　
二
回
の
祭
り
の
準
備
・
運
営
を
経
て
、

二
日
間
の
開
催
で
な
く
て
も
、
一
目

の
開
催
で
充
実
し
た
内
容
を
行
え
る

の
で
は
な
い
か
。

○
　
利
用
者
団
体
の
参
加
に
よ
る
祭
り
の

企
画
・
運
営
を
模
索
し
た
い
。

○
　
利
用
団
体
の
主
体
的
参
加
に
よ
る
、

発
表
会
・
展
示
会
を
開
催
し
、
運
営

協
議
会
が
支
援
す
る
。

な
ど
の
内
容
で
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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憲
法
紺
蓉
蟹
肇
だ
緑
尊
慮
姦

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
発
足
の
趣
旨

中
神
駅
北
地
域
の
社
会
基
盤
整
備
が
進
む

の
に
併
せ
て
、
地
域
全
体
を
美
し
く
清
潔
で

安
全
な
ま
ち
に
し
よ
う
。

（
中
神
駅
北
口
広
場
周
辺
整
備
、
中
神
駅
北
口
に

通
じ
る
道
路
の
拡
幅
工
事
、
都
道
の
青
梅
線
下
通
路

の
開
通
と
延
長
整
備
、
そ
の
都
道
に
つ
な
が
る
東
西

市
道
の
拡
幅
延
伸
整
備
、
…
瑞
雲
中
交
差
点
近
く
、

武
蔵
野
小
学
校
通
学
路
の
拡
幅
整
備
な
ど
）

●
武
蔵
野
小
学
校
通
学
路
珠
活
動
経
過
と
計
画

組
　
織
　
二
十
六
名
＋
武
蔵
野
小
六
年
児
童

約
九
十
名

代
表
　
丹
羽
勝
吉

（
小
学
校
六
年
担
当
　
野
村
先
生
）

副
代
表
中
橋
慎
一
宮
原
浩
一

（
こ
市
道
十
一
号
（
武
蔵
野
通
り
ー
三
多
摩
市
場
～

小
学
校
前
歩
道
橋
－
）
の
花
壇
植
栽

及
び
管
理

（
二
）
原
則
月
一
回
以
上
の
活
動
を
行
う

七
百
株
の
花
の
植
え
付
け
に
よ
る
花
壇
の
造
成

（
こ
事
前
準
備

①
道
具
類
の
確
保

②
土
の
掘
り
起
こ
し

③
植
え
る
位
置
や
花
の
組
み
合
わ
せ
の
検
討

④
そ
の
他
　
作
業
日
十
一
月
十
七
日
（
土
）

午
前
十
時
か
ら
十
一
時

（
二
）
植
え
付
け
作
業
と
人
員

十
一
月
一
一
十
一
日
（
水
）
児
童
二
十
八
人

十
三
時
四
〇
分
～
十
四
時
二
十
五
分

十
一
月
二
十
一
日
〈
水
〉
児
童
二
十
九
人

十
四
時
三
十
分
～
十
五
時
十
五
分

十
一
月
一
一
十
二
旦
木
〉
児
童
二
十
九
人

十
時
四
〇
分
～
十
一
時
二
十
五
分

（
三
）
フ
ォ
ロ
ー
日
程
（
植
え
付
け
補
充
な
ど
）

十
一
月
二
十
四
日
（
土
）

（
四
）
そ
の
他

①
立
川
マ
イ
T
V
に
よ
る
取
材
～
V
T
R
放
映

②
市
か
ら
、
か
り
ん
あ
め
提
供

①
活
動
単
位
を
五
味
（
プ
ラ
ス
児
童
班
）

②
巡
回
管
理
の
間
隔
は
週
一
回
と
し
全
員
活
動

は
月
一
回
程
度
と
す
る

③
そ
の
他
　
植
替
え
時
、
運
営
上
必
用
な
時
は
、

全
体
会
議
を
開
催
す
る
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会館利用クラブ（団体）の紹介　その3

「手打ち蕎章に艇せられてJJ

あなたも打ってみませんか…‥自分の蕎麦を

一口に「蕎麦」と言ってもせの中にはさまざまな蕎麦があります。

「蕎麦好き」を自称している蕎麦愛好家の大部分の人たちも本当の蕎麦の風味（香り・

のど超し・しなやかさ）を味わうことなく蕎麦通を自称しています。よく「長野に行っ

たとき、会津に行ったときに食べた蕎麦は美味かった」と言った藷を鯛かされます。

その場合でも、自分が日常べている蕎麦屋きんの温泉よりは美味しかったと言う事で、

江戸期に大名や豪商のお抱え蕎麦職人が打った蕎麦に近いか疑問の残るところです。

通称「蕎麦」と呼ばれるのは、そば粉が33％入っていると「蕎麦」として売れます。

また、そば粉も、国産物・輸入物とあり、史にそば粉の品質も上中下に分かれていて

流通しているからです。

私は蕎麦好きで何処に行っても美味しそうな蕎麦屋さんを探して蕎麦を食べますが、

本当に美味しい蕎麦に出合うのは稀なことでした。私の蕎麦好きの原点は、父が打って

くれた蕎麦にあるように思われます。父の蕎麦は水回しと捏ねは手作業で、切るのは

磯城きりでしたが、そば粉が良いせいか、打ち立てを食べたせいか、蕎麦屋の蕎麦より

美味しいものでした。

私と蕎麦打ちの出合いは、ある時期から定年になったら暴麦打ちでも習ってみようか

と漫然と思っていましたが、たまたま習い事に通った教室が蕎麦教室もやっていたので

渡りに船と入会したのが始まりでした。その教室の先生が「桜流蕎麦同好会」に属して

いたので私も桜流でした。今年で修行期間が7年日に入りました。3年前から蕎麦打ち

仲間を募って蕎麦教室を始めました。現在は、市立武蔵野会館とプレイシアの2ヶ所で

それぞれ月1回蕎麦教室を開いています。そば粉は、北簿道幌加内産を使い、主として

二八蕎麦を打っています。

蕎麦打ちのいいところは、打った蕎麦で家族コミュニケーションが蜜になることです。

番えを通じて疎遠がちになる子供や糸との関わりが濃くなることです。そして、一番は

自分の打った蕎麦が美味しいことです。「お父さん、今日のそば美味しい」と妻や子・糸

たちに言われると、また打とうと勇気がわきます。

体験してみたい人は、是非ご連絡下さい。

教室鯵原則第38確8連絡先042－546一弘○　泉寄手で

江戸汲諒麦打ちを楽しむ合《なかよし》鶉坤　泉谷　勉


